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プラスミドColEl　DNAの複製に必要なブライマーRNAの二
次構造を示すf／この555の塩基（AGUC）の一つが変異しても
構造が変わり，機能が失われる場合がある。また，塩基の変化
があっても全体としての構造が保たれ，機能が失われない場合
もある。このようにして，RNAの構造と機能の関係を知る上
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はじめに
　遺伝学研究所は遺伝に関する基礎的研究をつかさどり，あわせて遺伝学の

指導，連絡及び促進を図ることを本務として，1949年（昭和24年）に設置さ

れ，創立以来45年になりました。10年前（昭和59．　i／＃度）には大学共同利用機i

関に改組され圭した，、この間，本研究所は客員研究部門を含めて15研究部門

及び4研究施設を擁するまでに成長し，国内外から数多くの研究者を受け入

れて共1司研究の成果をあげるとともに，毎年十数件の研究集会を開催して研

究交流を促進していピむ，さらに1988年（昭和63年）には7つの大学共同利

用機関を母体とする総合研究人学院大学の開学に伴い，生命科学研究科の遺

伝学専攻を担当することとなり，現在では30人を超える博士課程の学生を受

け入れるに至りました，、

　本研究所は，創設以斗（積み1田よられた多くの優れた研究実績によって，我

が国の遺伝学研究の中心となるとと（）に，世界的にも特徴のある重要な研究

所として広く知られるkうになり長した，，近年，遺伝学は急速な展開を示し，

新しい考えノ∫と研究力法をll亘じて，生物学に人きな変革をもたらしました。

本研究所はそれに対応して研究部門を充’∫：1るとともに，1）NA情報の研究

と利用のための部門や実験生1’勿保存のための部門を拡充し，1印勺外0）研究活

動の支援を図ってllいりli　Lた、、私と1，は，学問の流れや社会の要請を考慮

しつつ，　しノハちド1本rl勺にll片’ブじや‘拝’肇ろづ佐め，｛iJl’化戸片∪）　・悼で（ノ）発1畏を川H旨1ノ’

いと］1塁いま”」‘，］㌃杓ミノJ’　Lノ戊御1」川角ノ1’5二∬11レ拓ノJん・お1呼！自い1る1欠第、：ll，

国立遺伝学研究所長

富降ξも一

1



2

ン、
，口 革 【組　織】

昭和24年6月ユ日

　　　　8月10日

昭和28年1月1日

　　　　8月1日

昭和29年7月1日

昭和30年9月15日

　　　　10月1日

昭和35年4月30日

昭和37年4月1日

昭和39年4月1日

昭和44年4月1日

日召禾049勾三4H　1　［1

昭和50年3月］日

　　　　10月1日

昭和51年10月1日

昭和58年10月1日

昭和59年4月12日

昭和60年4月1日

昭和62年1月12日

昭和63年4月8日

平成元年10月1日

平成5年4月1日

平成6年6月24日

文部省設置法により文部省所轄研究所として設置。庶務部，

研究第1部，研究第2部及び研究第3部の4部門で発足

小熊　桿　初代所長就任

研究第1部から第3部をそれぞれ形質遺伝部，細胞遺伝

部，生理遺伝部に改組

生化学遺伝部新設

応用遺伝部新設

変異遺伝部新設

木原均第2代所長就任

人類遺伝部新設

微生物遺伝部新設

集団遺伝部新設

森脇大五郎第3代所長就任，分子遺伝部新設

植物保存研究室新設

田島彌太郎第4代所長就任

遺伝実験生物保存研究施設（動物保存研究室）新設

遺伝実験生物保存研究施設（微生物保存研究室）新設

松永　英　第5代所長就任

国立学校設置法の一部改lEにより大学共同利用機関に改組

遺伝実験生物保存研究センター（哺乳動物・無脊椎・植

物・微生物・遺伝資源の保存研究室），遺伝情報研究セ

ンター（構造・組換えの2研究室），実験圃場新設

生理遺伝及び応用遺伝の2客員研究部門増設

遺伝情報研究センター（合成研究室・遺伝情報分析研究

室）新設

日本DNAデータバンク稼働

放射線・アイソトープセンター新設

遺伝情報研究センター（遺伝子ライブラリー研究室）新設

富澤純一第6代所長就任

遺伝実験生物保存研究センター（発生［学研究室）新設

遺伝情報研究センター（遺伝子機能研究室）新設

資料展示室



【施　設】

昭和27年3月

昭和36年9月

昭和38年1月

昭和39年3月

昭和43年3月

昭和46年3月

昭和47年3月

昭和53年7月

昭和55年5月

昭和56年3月

昭和58年3月

昭和59年3月

昭和60年3月

昭和62年1月

　　　　3月

昭和63年12月

平成4年5月

別館新築

研究本館第1期第1次工事竣工

研究本館第1期第2次工事竣工

研究本館第1期第3次工事竣工

研究本館第2期工事竣工，研究本館計画完成

図書館新築

ネズミ飼育舎新築

遺伝実験生物保存研究施設研究棟新築

遺伝実験生物保存研究施設ネズミ附属棟，カイコ附属棟新築

遺伝実験生物保存研究施設微生物附属棟新築

排水処理施設新築

組換えDNA実験棟，野生イネ温室新築

実験圃場管理施設新築

遺伝情報研究センター棟，隔離温室，日長調節装置新築

水田温室，桑温室新築

RI実験棟，中央機械室，RI排水処理施設新築

研究員宿泊施設新築

「

研究員宿泊施設

3



4

概 要 【目　的】

　大学等における学術研究の発展に

資するため，国立学校設置法（昭和

24年5月31日法律第150号）第9条

の2に基づき，遺伝学に関する総合

研究を行うことを目的として設置さ

れた，大学共同利用機関である。

【共同利用】

　全国の大学の教員その他のK’で，

研究所の川的たる研究と同・の研究

に従事する者の利川に供するととも

に，共1司研究を行う、，

【大学院教割

　大学の要請に応じ，当該大学の大

学院における教育に協力する。

【国際交調

　遺伝学の分野で国際的な学η｛1交流

を活発化JJるため，研究者の交流や

国際シンポトジウム等；を1洞催する，、

【運割

　大学共同利用機関の研究所として

円滑な運営を行うため，研究所の事

業計画その他の管理運営に関一」1る屯

要事項について，所長に助ぼする評

議員会を置くとともに，共同研究計

川1に関する‘狂」頁そ（ノ）他の研：究1所レ）運

営に関する厄要‘拝項で，所長が必要

と認めるものについて所長（力1｛｛等問に

応じる運営協議員会を置く。また，

所長の求めに応じ必要な事項につい

て調査・検討を行うため，所内に各

種委員会を置く、、

250余種に及んで系統保存している八重桜並木



定員及び予算 【定 員】い［w6年度）

所　長　教　授

@　1
@1　　15（5）

助教授 助　手

@一一．．．

小　　計

D69（IO）

技　官
i技術課）

P8

事務耳韻等

i管理部）

Q3

合　　計

@．．・」．．．一A「．一〒「．．一「

撃撃潤ilo）
．LLA－

P9（5） 34

【歳出予算】

（川（　）内の数は客U研究部1川の教日数（外数）である。

人

物

／x
ll

・ド成6年度当初

W

件

パ

’／　ii・

iJ・

（∫∫D研究1り1

（巾位：1．・llD

　　　738，358

｛ir｝9．92∫

1．398，285

・ソ　1ン　（／11J｜）

／　’／　tirtt　／．’；　L〃〃〃・、川！II／Wll、　cv（II，1｜山恥ロ

　カ・なり古くかL、知い，れノ桜，、1／1時イLC　llt京都（ノ）争」Ll：δIUく㍑〔　宕くhhス1人

．1、れ（いノ　とn己載，Sれる　 う．も色（力杉：しい㍑・レ［．r，　川↑・〔Jt，　，’．Lり1枚

氷（もノ八く柚栽1、れ（いイ・　t．　tt｜ウ力川（ノ）酬Sr（ノ）根（ノ）　［’ft　C似ノイ1．イ・叫か

t｝，　1占‘】↓五I　l苗允・杜～12　t’llΨCJれ．タ・　㌔‘1’1勿”？’［1勺（　（，tイ　・寸　／　！り　ン　ノ・’f　r・ノ）

↑妥て・、1りる
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組 織

ii

【組織図】

評議員会

運営協議員会

　　　　（平成6年6月24日現在）

　　　　庶　　務　　課

　　　　　　　計　　課

　　　　分子遺伝研究部門

　　　　変異遺伝研究部門

　　　　核酸化学研究部門（客員）

　　　　細胞遺伝研究部門

　　　　微生物遺伝研究部門

　　　　細胞質遺伝研究部門（客員）

　　　　発生遺伝研究部門

　　　　形質遺伝研究部門

　　　　生理遺伝研究部門（客員）

　　　　集団遺伝研究部門

　　　　進化遺伝研究部門

　　　　理論遺伝研究部門（客員）

　　　　人類遺伝研究部門

　　　　育種遺伝研究部門

　　　　応用遺伝研究部門（客員）

　　　　技　　術　　課

　　　　　　哺乳動物保存研究室

　　　　　　無脊椎動物保存研究室

　　　　　　植物保存研究室遺伝実験生物保存

研究センター
　　　　　　微生物保存研究室

　　　　　　遺伝資源研究室

　　　　　　発生工学研究室

　　　　　　構　ma研　究　室

遺伝情報研究
　　　　　　組換え研究室センター

　　　　　　合　成　研　究　室

　　　　　　遺伝情報分析研究室

　　　　　　遺伝子ライブラリー研究室

　　　　　　遺伝子機能研究室
放射線1アイソトープ

センター

実験圃場



評議員会及び運営協議員会 【評議員会】

　研究所の事業計画その他の管理運

営に関する重要事項について，所長

に助言する。

評議員（五十音順）

　井　口　洋　夫
　　岡崎国立共同研究機構長

　大　崎　　　仁
　　日本学術振興会理事長

　加　藤　延　夫
　　名古屋大学長

　木　村　資　生
　　国立遺伝学研究所名誉教授

　京　極　好　正
　　大阪大学教授（蛋白質研究所）

　菅　野　晴　夫
　　側）癌研究会癌研究所名誉研究所長

　杉　村　　　隆
　　国立がんセンター名誉総艮

　高　浪　　　満
　　働かずさDNA研究所長

　竹　内　郁　夫
　　岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所長

　田　中　隆　荘
　　広島市立大学長

　豊　島　久真男
　　大阪府立成人病センター総長

◎長　倉　三　郎
　　総合研究大学院大学艮

　野　島　庄　七
　　帝巧汰学薬学部長

○野　　↑寸　達　　次

　　醐実験動物中央研究所1ぐ

　濱　井　　　修
　　東京大学教授（文学部）

　平紗多賀男
　　大阪府、‘L大学長

　松　原　謙　一
　　大阪大学剰ll胞生体工学センター長

　三　浦　謹一郎
　　学習院大学生命分i”科学研究所長

　宮　本　美沙子
　　　日本女子大学長

　山　縣　弘　忠
　　近畿大学教授（生物理ll学部）

【運営協議員会】

　共同研究計画に関する事項その他

の研究所の運営に関する重要事項で，

所長が必要と認めるものについて，

所長の諮問に応じる。

運営協議員

所外（五十音順）

石和貞男

磯野克己

大石道夫

　岡田益吉

　郷　　通子

　高木信夫

　武部　　啓

　花岡文雄

　日向康占

　堀田康雄

所

　石浜　　明

◎瀬野桿二

　堀内賢介

　杉山　勉

　廣瀬　　進

　原田月月f”
　汰　日D

　池村淑道

　今村　孝

　7中野啓1’一
　（森　島）

　中辻憲夫

　五條堀孝

お茶の水女子大学教授
（理学部）

神戸大学教授（理学部）

東京大学教授
（分j”細胞生物学研究所）

筑波大学教授（生物秒学：系）

名lli屋大学教授（理学部）

北海道大学教授
（大学院1也球環境t］；・？7：tilf究不斗）

京都大学教授（医学部）

理化学研究所｜｛任｛りF究員

東北大学教授（農学部）

名占屋大学教授（理学部）

内（編成順）

教授（分子遺伝研究系）

教授（分子遺伝研究系）

教授（細胞遺伝研究系）

教授（個体遺伝研究系）

教授（個体遺伝研究系）

教授（集団遺伝研究系）

教授（集団遺伝研究系）

教授（総合遺伝研究系）

教授（総合遺伝研究系）

　　　（遺伝実験生物保
教授
　　　存研究センター）

搬（豊㌢1禦院

◎印は会長，○印は副会長を示す。

7
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機 構 【構成員】（平成6年7月1日現在）

所　　　長

副　所　長
企画調整主幹（併）

富　澤　純　一

瀬　野　桿　二

　研究主幹（併）　　石

分子遺伝研究部門

　　教　　　授　　石

　　助　　　手　　藤

　　助　　　手　　山

　　助　　　手　　豊

核酸化学客員研究部門

　　客員教授　　水
　　く　　　ニん　　　が　　

　　客員教授　　森
　　（㈱蛋白1学研究所1り｝究部長）

浜

浜

田

岸

川

本

川

信

正

哲

清

歌

明

変異遺伝研究部門

明　　　　教　　　授

之　　　　助　教　授

裕　　　　助　　　手

也　　　　助　　　r

久

右

　研究主幹（併）　堀　内

細胞遺伝研究部門

　　助　教　授　　今　井

　　助　　　手　　後　藤

細胞質遺伝客員研究部門

　　教授（併）　大坪
　　凍，；汰学分r細胞’t物”子研究［り1）

　　客員教授　 森脇
　　（福山ぺ芦1学部教授）

賢　介

瀬　野　桿

山　尾　文

岸

清　野　浩

　　　　　微生物遺伝研究部門

弘　民　　　　教　　　授　　堀

英k　　助教授　安
　　　　　　　助　　　r・　原

榮　・　　助　　r・　1卑（

和　郎

　研究主幹（併）　　杉

発生遺伝研究部門

　　教　　　授　　杉

　　助　教　授　　藤

　　助　　　手　　清

　　助　　　手　　服

生理遺伝客員研究部門

　　教授（併）　半
　　陳川｜業大学ノ1命川1㍗部）

　　助教授（併）　奥
　　（　Il吠㍗1物資幼；1学部）

III

山

澤　敏

水

田　昌

勉

　　　形質遺伝研究部門

勉　　　　教　　　授　　廣

孝助教授村
裕　　　　助　　　　r：　湊

之助r－II｜
田　　　宏

村　克　純

　研究主幹（併）　　原　川　朋
　　　　　　　　　（k　　川）
集団遺伝研究部門

　　教授原田朋　　　　　　　　　｛A（　　［H）

　　助教授　田嶋文
　　助　　　手　　高　野　敏

理論遺伝客員研究部門

　　教授（併）　高畑尚
　　（総合研究人学院人学教白｛り眈交流ヒ、ty

　　助教授（併）　舘　田　英
　　（ノL州人学川学音ll）

r

1二

生

行

之

典

進化遺伝研究部門

　　教　　　授

　　助　教　授

　　助　　　手

　　助　　　r：

内

日1

谷

瀬

ヒ

1日

明

努

明

賢　介

成

弘　志

篤　志

　　進

昭　雄

　　清

lll明

池　村　淑　道

斎　藤　成　也

松　本　健　一

天　前　豊　明



　研究主幹（併）

人類遺伝研究部門

　　教　　　授

　　助　教　授

　　助　教　授

　　助　　　手

今　村 孝

今　村　　　孝

藤　山　秋佐夫

寳　来　　　聰

出　原　賢　治

応用遺伝客員研究部門

　　教授（併）　渡邊　 武
　　σIJ｛快’F”1体防御医学研究所）

　　教授（併）　島本義也
　　dl，汕道人学腿7部）

㎡　　■e一

センター長（併）　中辻憲夫

哺乳動物保存研究室

　　助教授　城石俊彦
　　助　　　手　　宮　下　信　泉

無脊椎動物保存研究室

　　助教授　林　 茂生
　　助　　　　f：　　h　田　　　均

植物保存研究室

微生物保存研究室

　　助　教　授　　西　村　昭　　j”

　　助f：金丸研吾

センター長（併）

構造研究室

　　助　教　授

　　助　　　　r：

組換え研究室

　　教　　　授

　　助　　　f’

合成研究室

1il條堀 孝

嶋　本　伸　雄

永　井　宏　樹

桂

石　原

勲

健

センター長（併）　定家義人

　　助教授　定家義人

圃場長（併）　沖野啓1㌃

育種遺伝研究部門

　　教　　　授

　　助　教　授

　　助　　　手

　　助　　　手

遺伝資源研究室

　　助　教　授

　　助　　　　f：

発生工学研究室

　　教　　　授

　　助　　　r・

沖　野
　　　　

佐　野

平　岡
（仏　　藤）

平　野

啓　子

芳　雄

洋一郎

博　之

舘　野　義　男

藤　川　昌　也

中　辻　憲　夫

白　；ti　安　昭

遺伝情報分析研究室

　　教授ノ1：條堀
　　助　　　1三　　池　尾

　　助　　　　r；　　今　西

遺伝子ライブラリー研究室

　　助教授　小原雄
　　助　　　　f：　安　遠　佳

遺伝子機能研究室

孝

穂

規

治

樹
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　管理部長　 河野憲司
庶務課

課　　長

課長補佐

庶務係長

人事係長

研究協力係長

共同研究係長

情報資料係長

宮地秀夫
山本　　昭

酒井清人
大川淑子
山本　　勉

秋山啓剛
大沢正男

　課　　長　三田曼彦
動物班

　班　　長　原田和昌
　第一技術係長　　深　瀬　与惣治

　第二技術係長　榊原勝美
植物・微生物班

　第一技術係長　妹尾治子

　第二技術係長原　登美雄

会計課

　課　　長

　課長補佐

　総務係長

　経理係長

　用度係長

　管財係長

　施設係長

結城義久
岩城英一
佐藤隆司
板倉幸男
八木悟司
山添　　均

前田佳宏

機器班

　班　　長　原　　雅子
　第一技術係長　谷田勝教
　第二技術係長　　　井　　出　　正　　美
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【各種委員会】

　所長の求めに応じ必要な事項につ

いて調査検討する。

委員会名　　　　　　　委員長

系統保存委員会　　　沖野啓子
　　　　　　　　　　　（森　島）
DNAデータ研究利用委員会池村淑道

組換えDNA実験安全委員会廣瀬進

予算委員会

施設整備委員会

将来計画委員会

セミナー委員会

図書委員会

共通機器委員会

電子計算機委員会

放射線安全委員会

発明委員会

データベース等取扱い委員会

動物実験委員会

排水等処理委員会

実験圃場運営委員会

宿舎委員会

厚生安全委員会

防火管理委員会

宿泊施設利用委員会

堀内賢介

今村　　孝

石浜　　明

小原雄治

池村淑道

廣瀬　　進

五條堀　孝

堀内賢介

今村　孝

原田朋子
（太　田）

中辻憲夫

杉山　勉

沖野啓子
（森　宜，）

中辻憲夫

河野憲司

河野憲司

沖野啓子
（森　島）

系統保存委員会

所外委員（五十音順）

　岩槻邦男東京大学教授（理学部）

　岡田益吉筑波大学教授（生物秤孫）

　木下俊郎　光賭獺好矧σ伏‘｝鍛授

菅原秀明磐興纏晶㌶
常脇恒一郎竪㍊緩辮

　中田篤男禍山大学教授（薬学部）

　野村大成大阪大学教授（医学部）

　山根國男筑波大学教授（生物科学系）

　山村研一　熊本大学教授（医学部）

渡辺隆夫戊；蛹搗@大糊授

DNAデータ研究利用委員会

所外委員（五十音順）

伊藤彬饗研究会癌研究所物理

　磯野克己神戸大学教授（理学部）

鵜川義弘費蕃欝欝㌶恕§

　内田久雄帝京大学教授（理工学部）

大井龍夫穣蕊き搬
　金久　實京都大学教授（化学研究所）

高木利久稚嬬纏所）

　舘田英典九州大学助教授（理学部）

長谷川政美璽灘纏繁

　堀寛名古屋大学教授（理学部）

松原謙一る麟瀦㌦，一）

　宮田　隆京都大学教授（理学部）

組換えONA実験安全委員会

所外委員（五十音順）

青木久尚麟灘部）
大泉光一麟灘部）
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研究所全景

土地総面積　　　　　　　105，312m’

内訳ぽ所㌶　9：：li：1：

建物総面積（建面積）　　　11，241　m’

　　　　　　延面積　　　　19，557　m’

　　　　　（平成6年6月1日現在）

0本館

②放射線実験室

③特別蚕室

④研修室

⑤鰐卵育雛舎

0ファイロン温室

⑦ファイロン温室

0堆肥舎

⑨麦温室

⑩図書館

⑪第1ネズミ飼育室

⑯内部照射実験棟

●遺伝実験生物保存研究棟

⑭機械棟

●廃棄物保管庫

●ネズミ附属棟

⑰カイコ附属棟

Φ微生物附属棟

⑲排水処理棟

⑳組換えDNA実験棟

Φ野生イネ温室

⑨動物飼育装置上屋

⑳実験圃場管理棟

⑭日長調節装置

eD遺伝情報研究センター棟

Φ隔離温室

⑰水田温室

⑳桑温室

⑳Rl実験棟
㊥中央機械室

Φペレット温室

唖）研究員宿泊施設

●新研究実験棟建設予定地
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研究のねらいと研究活動
1．分子遺伝研究部門では，原核細胞，真核細胞及び動植物ウイルスにおけ

る遺伝情報の転写とその制御の機構を分子レベルで研究している。

2．変異遺伝研究部門では，細胞周期の制御機構や，突然変異誘発機構とそ

れを修復する細胞機構を分子レベルで研究している。

3．核酸化学客員研究部門では，核酸の構造及び機能の化学的研究を基盤と

　して，染色体の複製や発現制御機構の解明をめざしている。

α

α

■ゴ晶

■，風■・N・

RNA　Polymer8s●HolO6nzyme

大腸菌RNAポリメラーゼの
分子構造模型

一lu

捨

■■
■

■

：難

liξ硲

㌫

薦

iii；；・

籔
il1，Ill

鷲
㌫

三1・・

三｛．

：；i’

㌫

蒜，㌫
㌫l

li’

7t

；：1

∴：’』’

転写開始の信号プロモーターには，
RNA合成開始点上流域DNAに共通構造がある。

●

●

亀

●

亀

●

●

●

　　陥
●

大腸菌RNAポリメラーゼの
構造形成機構
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【分子遺伝研究部門】

　遺伝臼よ，細菌（大腸菌）でも数千，ヒトではその100～1，000倍もあると

推定されている、，ところが，そのうちで普段発現されているものは，大腸菌

では数十％以ド，ヒトでは，1％以下である。生物が，その生活環境に応じ

て，どの遺伝子を，どれ程に発現させるかを決める調節のしくみを分子の水

準で理解することは，分子遺伝学の究極の目標のひとつである。分子遺伝研

究部門では，遺伝子の発現が主に，遺伝子が転写されてRNAができる段階

で調節されることに注目し，遺伝子間の転写順位の決定とその変換の機構の

解明を目的とした研究を行っている。

（1）原核生物の転写制御の研究：転写装置RNAポリメラーゼの機能変換に

　よって転写が制御される機構の解明を目標として，大腸菌のRNAポリメ

　ラーゼの分子解剖や，RNAポリメラーゼと転写因子の相互作用機構の解

　析が進iめられている。

（2）真核生物の転写制御の研究：真核生物の転写装置の分子的実体を解明す

　る目的で，酵母のRNAポリメラーゼの構成サブユニット遺伝子のクロー

　ニングと構造解析，サブユニット混合物から酵素を再構成する試みが行わ

　れている。

（3）ウイルスの転写制御の研究：動植物ウイルスの転写と複製の制御を解明

　する目的で，ウイルスRNAポリメラーゼの分子解剖による実体の解析と，

　感染細胞におけるその構造と機能の変動の様相が，分子の水準で解析され

　ている。

心く「ll｛；’・ご1い’1晦

Transcription
（Class　l）

Contact
Site　l

　‘　－35　　　－10　Promoter

　1Y　　　▼

ぐ｛｝1・受11回↓いll・ぶ・．II｝・

Pdymerase

　　　　　　詐・

転写因子はRNAポリメラーゼを活性化す
る，，RNAポリメラーゼ分子の上に2ヶ所，
転写因子との接触部位が同定された，、

　　　　晶。悶ぼ’
β’P＝＝＝＝

　t407　AA

RNA　　Core　onzymo　n8sembly
bmding　　－一一一一一一一一’
1　　　r一　　　一一一　　m＋1

i

i　　・

　　　　　Trm5C巾tion
　　　　　fロctor　　　　　klteractiOnCore叩hternctiori　　　　　　　　　IIロコロ

　ー－3．，23　c°“tact　s‘te　n

　　、召吾　　　　触4召

　CαつenTvrne　mssetTtbtv　　Tmm写】tbtl
　－一一一一一一一一一一一一　　　　㎞or

“　■■■■■■■■■■■■■■■閣■■■■■■■■　⇒

　　　　　　Cont㏄t訓e｜

　　　　　　、
　　　β仁
　　　　1342AA

1a　　lb
Cα”ler冊d　r可㎞1

ノノ

2　i　　3　　　4i
PnO打めterコ10　　　P†℃hmo↑er－35

recogitioi，　　recogitior1

轡禽署L一螢
　　　　Com卿㎎自ss頒by

RNAポリメラーゼの構成部品
サブユニットごとに，機能地図がつくられている，、



【変異遺伝研究部門】

　当研究部門では，動物培養細胞や酵母を材料に分子生物学の方法論を用い，

細胞の増殖機構の研究を，細胞周期や染色体の構造と機能との関連で進めて

いる。

（1）ユビキチン代謝と細胞周期の制御：ユビキチンは76個のアミノ酸からな

　る真核細胞に特有な蛋白質であるが，一連の代謝を受けて種々の蛋白質に

　結合し，蛋白質の機能修飾を行う。当研究部門では，ユビキチン活性化の

　最初の反応を触媒するE1酵素の温度感受性変異株をマウス細胞から分離

　しているが，それらが細胞周期上多様な条件致死表現型を示すことに注目

　し，細胞周期進行におけるユビキチン化蛋白質の役割を解明しつつある。

（2）染色体DNAの複製と安定維持機構に対するユビキチン化蛋白質の役割：

　ユビキチン活性化酵素E1の変異株の中にはDNA複製に異常を示すもの

　があり，しばしば染色体異常を伴う。このクロマチンDNA複製過程にお

　ける開始，伸長，終結の各反応について，ユビキチン化をうける蛋白質因

　子の役割を解明しようとしている。

Ubiquitin　pathway

o㌣…

AMP　＋　PPi

i騨鱗

．X
E2’s”

r”
　（》

H2N・R

灘． ●冊
　　1°H

　　↓

degradation

ユビキチン系の乱れにより細胞周期と染色体の異常をきたした動物培養
細胞（右）とその正常細胞（左）
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【核酸化学客員研究部門】

　1）NAまたはRNAゲノムの複製・修復・転写の機構とその制御が，分子

論的・構造論的立場から研究されている。

　本年度は，1）RNAウイルスゲノムの転写・複製ならびにRNAキャピ

ングの機構の解析，および2）DNAゲノムの複製・修復に関与する蛋白質

や蛋白質・核酸複合体のX線結晶構造の解析が進められている。

一Reactions虹⊥幽P⊥Formation

pppNlpN2一

　　マRNA　5’－triph・sphatase

ppNlpN2一

マmRNA　guanylyltransferase

G（5，）pppNlpN2一

▼mRNA（guanine－7）methyltransferase

m7G（5’）pppNlpN2－

　　　▼cap－I　mRNA（nucleoside－2’一）methyltransferase

m7G（5’）pppNlmpN2－

　　　Vcap－II　mRNA（nucleoside－2L）methyltransferase

m7G（5’）pppNlmpN2mp一

RNAキャップ構造形成酵素は，多くの反応を触媒する多機能酵素である

大腸菌RuvCエンドヌクレアーゼとリポヌクレアーゼH1のX線結晶構造1、



1．細胞遺伝研究部門では，遺伝学的な観点から柿うト化の過程を伽｛明するた

　めに，アジアを中心にハツカネズミ・野生f4団［’お；1る細胞　，免疫　，

生化学・及び分子一遺伝学的な変異の探索を進め（↓t万，れ’，哺乳勅物

保存研究室と共同で野生由来高頻度遺伝的組換，1・’ウ1，ノ，・川いた遺伝的糸ll

換えホットスポットおよびこのマウスにみられる高頻度’タで然変llll！生成レ）分

子機構の研究や発癌に対する宿主の遺伝的要因の究明にも力を人れている、，

一方，マウスゲノム解析の国際的な活動にも対応している，，ホルしン代謝

系遺伝子欠損致死突然変異マウスを対象とするトランスジェ．ニック実験系

の確立，昆虫類を中心とした核型進化機構の解明等もそれぞれ・11要な研究

課題である。

2．微生物遺伝研究部門では，大腸菌及びそのファージにおけるDNA複製

の開始と終結，染色体の分配，細胞分裂の機構，ペプチドグリカンの生合

成，染色体ヒの遺伝子の配列と構造，ミュータントバンクの解析などに関

　する研究を進めている。

3．細胞質遺伝客員研究部門では，原核及び真核生物の細胞質因子を研究し，

　それを利用して遺伝子の機能と構造を解明しようとしている。

100万年

ドメステイカス亜積騨 カスタネウス箆積騨 モロシヌス亜積

（西ヨーロッパ）　　（西アジア．東南アジア，南中凶）　　（日本，朝鮮半島）

↓

R験用マウス

ムスタルス亜種群

N
東アジア型

愛玩用マウス

（東ヨーロッパ．ロシア，

　　　　　200～
　　　　　2000年ツ

↑

↓

　A
ぺoむヰ

　Ψ

ハツカネズミ亜種の遺伝学的分化と実験用マウスの由来

大腸菌の変異株（左）と野生株（右）の蛍光顕微鏡写真
DNAと結合する蛍光色素DAP　Iて染色したもの、、細胞の中で青白く光
って見えるのが染色体、，左側の写真は，複製した染色体を娘細胞へうま
く分配できなくなる温度感受性変異株（par変異株）で，高温では大き
な染色体をもつ細長い細胞となり，同時に染色体を失った細胞を放出す
る、、この変異株は，“大腸菌のミュータントバンク”から見出だされたt）
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【細胞遺伝研究部門】

　この研究部門では，東アジアを中心に世界各地から採集した野生マウスを

対象にその種分化の過程を遺伝学的な手法，特に染色体C一バンドパタン，

生化学的遺伝変異，各種遺伝子DNAの一次構造などから解析する研究を行

い，この結果，主要な野生マウス亜種および実験用マウスの遺伝学的な位置

づけを明らかにした。実験用マウスと進化的に隔たりのある，アジア産野生

マウス亜種の変異に富む遺伝子に立脚した独自の研究として，アジア地域に

おけるマウス亜種の分布と遺伝学的分化の探索，野生由来H－2導入系統に

おける遺伝的組換えホット・スポットおよび高頻度突然変異生成の分子機構

の解明，DNAレベルにおけるヘモグロビン遺伝子，リボゾーム遺伝子等の

分析を進めている。一方，発癌に対する遺伝要因，特にマウス肺腫瘍を対象

に発癌を抑制する野生由来遺伝子を探索している。この研究のために，野生

由来系統を用いたリコンビナント・インブレッド系統も育成した。また，ス

テロイド代謝酵素遺伝子を欠損した致死突然変異をトランスジェニックの手

法を用いて復帰させる実験系も開発した。平成3年度からは，マウスNα11染

色体遺伝子マッピングを主体とするマウスゲノム解析プロジェクトを国内の

研究者と協力して行っている。以上の研究は哺乳動物保存研究室と共同して

進められた。

　マウスを主体とする研究のほかに，アリ類の種分化と核型変化の関係を染

色体進化という観点から分析する研究が行われてきたが，染色体進化機構の

考察は動物種全般を対象とするより広いものになってきた。

〃，v”・，

”1F：’”　一『

，徴／bl｛

トビキバハリアリの染色体
a．c：雄n＝l　b．　d：働きアリ2n＝2
c．d：C一バンド

←rh㎞1曲t幽州㎞or伽〃馳』Pb‘y脚lo司M㎜カ●ta　fOr…．巡R●㎡（、‘“

　　　　　　　　　　　　　一一一遮ト
東アジアにおけるマウスヘモグロピン
β鎖遺伝子変異の分布



【微生物遺伝研究部門】

　微生物遺伝研究部門では，DNA複製および細胞分裂の機構の研究を，遺

伝学的，生化学的，ならびに組換えDNAなどのhh？tによって研究している。

この目的のために，遺伝学的にも生化学的にも最も詳しく調べられている大

腸菌とそのファージを用いて，つぎの4方向からの研究が進行中である。

（1）繊維状ファージのDNA複製に関する研究：DNA複製の調節は複製開

　始反応の制御を通じて行われるが，このとき重要な役割をはたすのは，D

　NA上の複製開始領域と種々の蛋白質の間の特異的な相互作用である。こ

　れらの反応を研究するためのモデル系として大腸菌の繊維状ファージを用

　い，その遺伝的変異体を利川した解析を進めている。

（2）大腸菌染色体の複製に関する研究：大腸菌の染色体複製は，“oric”と

　よばれる245塩基対0）DNA領域に依存し，ここから複製が開始される。

　この反応を制御する蛋白質因∫”の同定およびそれらの作川機構の研究を行

　っている。

（3）細胞分裂に関する研究：大腸菌の細胞分裂に関わる遺伝1”とその産物，

　特に，細胞分裂隔壁の形成1こ働くペニシリン結合蛋白　（PBP3）につい

　て，その構造と機能，発現，プWセッシング等を中心とした研究を進めて

　いる。

（4）蛋白質リン酸化による制御機構の研究二蛋白質のリン酸化は，種々の遺

　伝1三の発現調節に与っているが，特に大腸菌の細胞周IV｜に関わる遺伝的変

　異との関係を調・くている。

以ヒの方向からの研究を推進することにより，細胞が整然とその構造をつ

くり，成長し，分裂する全過程を，分j’・レベルで明らかにすることを究極の

目1’i勺としている、，

繊維状ファージのDNA複製にあずかる蛋白質が複製開始領域のDNAに結合することによ
り，折れ曲がったDNA構造が形成される1，その電子顕微鏡写一真
1．蛋白質を加えないコントロール、（まっすぐなDNAが認められる）　2．複製促進i蛋
白が結合，　3．複製開始蛋白が2分子結合、　4．複製開始蛋白が4分子結合　（下部
σ）横棒は0、1μ）
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【細胞質遺伝客員研究部門】

1．ミトコンドリアDNA（mtDNA）を中心に，マウスの野生集団の構造

　やその進化（亜種分化）を，分子進化学的方法を用いて研究している。こ

れまでにmtDNA多型はマウス亜種を同定する有力な標識として利用でき

　ることが明らかになった。

　　わが国をはじめ，極東，中東，東南アジアの各地域でマウスを採集し，

　mtDNA多型を指標にしてそれらの遺伝学的特性を調査した。その結果，

上記の地域にはムスクルス（Mus　musculus　mzes’culus）とカスタネウス

　（M．m．　cas　ta　ne　ans）と呼ばれる2種類の亜種が主に棲息しており，従来

独立した亜種と思われていた日本のモロシヌス（M．m．〃2010ss碗酷）は，

ムスクルスとカスタネウスの“雑種”を起源として成立したことが分かっ

た。日本列島にはカスタネウスが先に渡来し，その後ムスクルスが侵入し

たものと考えられる。これらのマウスはヒトの移動に伴って日本列島に移

　ってきた可能性が強い。

　　この仮説をより詳細に検討するため，今までに採集したマウスの中から

代表的なもの約90頭にっいて，mtDNAの複製開始領域約1キロ塩基対に

存在する変異を比較検討した。その結果，1）日本産亜種集団のムスクル

　ス型mtDNAは，韓国，中国北部，ロシア極東地方の集団に非常に近く，

　2）日本産亜種のもつカスタネウス型mtDNAは東南アジアのマウスに近

いことが分かった。この結果は，日本人起源説のうちの「渡来説」に合致

　し，しかも，「縄文人のmtDNAは東南アジア人のものに近い」という宝

来らの最近の研究結果とも矛盾しない。日本産野生マウス集団の成立と日

本人集団の成立とは深くかかわっており，「マウスはヒトの動きを反映す

　る“鏡”」である。

2．プラスミド（又は染色体）上に存在し，DNAのダイナミズムに関与す

る遺伝子の作用について次のような研究を行っている。

　1）ゲノム再編に関わる動く遺伝子（トランスポゾン）の研究。a）バク

　　テリアの挿入因子（IS；Insertion　Sequence）であるIS1及びIS3がコ

　　ードするトランスポゼースの発現に特定部位におけるフレームシフト機

　構が関与する。フレームシフトが起こらない場合，異なる小さなタンパ

　　ク質が生ずるが，これらはIS転移の制御に関与する可能性がある。こ

　　れらのタンパク質の性質を解析することによって，ISの転移と制御の

　機構を追及している。最近IS3の転移とレトロウイルスの転移に共通の

　機構が存在することが明らかになりつつある。b）ISとは異なる大型の

　　トランスポゾンTn3のトランスポゼースを精製しその性質を明らかにし

　　てきた。現在Tn3転移の分子機構をin　vitroで追及している。　c）植物

　　の新規トランスポゾンを検索し，それらの構造と機能の解析を行うこと

　　によってトランスポゾンの利用による植物育種の可能性も追求している。

　2）プラスミドR100DNAの細胞内における安定性に関与する遺伝子

　Pemの作用機構。　Pemは，それを運ぶプラスミドを脱落した細胞の分

　裂を止める作用をするが，最近Pemのホモログ遺伝子が二つ染色体上

　　に存在することが明らかになった。現在Pem及びそのホモログによる

　細胞分裂の制御機構を追及している。

　3）接合によるDNA伝達の開始と終結の機構。接合によるDNA伝達に

　関わる遺伝子の産物（ニッケース，ヘリケース，その他のDNA結合タ

　　ンパク質など）を単離精製しその性質を調べることによって，DNA伝

　達の分子機構を解析している。



1．’ftt生遺伝研究・部門では，淡水ヒドラを対象として，．発生過程上にtytl，常が

　ある突然．変．異系統を・多．数分離・1・事ピL，それらを利川して動物の形がつ．く

　られる基本機構の解明や，細胞の分裂と分化を制ζ印している基本機構∪埆ノit

　明をめざして研1究を行っている，，

2．形質遺伝川：究剖｛門では，カイコ，ショウジ1ウバェ，エリ蚕などの昆虫

　を対象とL．．て，f川本の’発生・”1・，長過程においていろいろの．遺伝形．質がいつ

どのような機llM－．で発現するのカ㌔遺伝．．J’　．．染色体・糸ll｜胞・f固体レベル’ご研

　究を進めている、，

3．生理遺伝客員研究1η1門では，ll甫乳動物の遺伝子発現調節を・転写レベルで

　行／lンタピしi（し、Ji3　c．）

1ン　1，ン：ン　1，ンノ＼・1．．／／．tT目月ilイ・1．、・1．元（戊

る1．）N∧遥　i・1らけんイLl．刈．イ．（ノ）・分：現．

脂肋休砒マクロノグー一ジ‘．・強い
テ篭｝．見力・みtl，才／タ）

2S’rゴlf．11，Y一石．㌦1：）「土ノ　ノ」 ∫　1（ノ）‖仏

（tl・｛∨　．，i！・］2「川1‘）

突然変異て．神］：Y細胞を全部失．．1た無神掃
ヒニ　ト．：二元　　（写真ゐ泡．．は正「t；lt；ヒ．トラ．）　　（よ元：1・｛

肋も補’食もて．．きξゴい、．しかし人工給飼づ．

ると，成長一，出ηして増殖を行う「

十　｝　ノ（ノ）1‘iKt　t’t．1“irl’：了i’・　ノ 1　「ノ．．．17

（eil）〔’‘コ　／．4！’戊　ハ（L．、く））（t；u白i，’；1《1、．

］ピt’｛ls（　t；tlll（，rL、一《）
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1発生遺伝研究部門1

　　［ニ　ド・．ノlk多糸川‖包小力牛勿11「ご．も　つ　と　～．ノゴ巨糸lE／Cイ本川1上メ・1…｝．］」ンノ巾ノ川’勿（ノ）．　・不｜巨’己cレ）り，　　良

ノ11：，」ドノ，弓亨（こり頂し）llg：ノヒノJを］寺Htノこ、ヒカごIHIiカ、‘らよ1’Ji日らねて（1るり 日イ＼1戊資プーソ仁”

［ニドJ7　（11ivr／ノ〃〃～r4エ～』〃～／）τ／／）～／k～〃！）　しノ）fイv」・、1・1仁糸ノゾ5111111　f　h【！：t，Cr｝4、，　．こ（ノ）ヒドーフ（ノ）yi頁、と

力Liタノ戊ミイイミh噴微改6党1・”ここ七ノぐソ、”（t“LVJり～｜客．し二．1．し二，　5～－61川・愛｛二lilノ［’1（ノ）f固／本と二占くり」りてi・

．きノ「CL、小膓：’Jt己・kノ：cf固イ本力；lll：つ：づ　イ、、，

　　・｜二こ／）カ㍉　ゾーク｛ごヤヒドラ∪）1史0：！1ノ変Li［1，　・．／／”1糸∧し　）1［1にけ：，　．：〔ノ戊川：ノi：．．ili・‘・｛1ヨ1！（．こ！J｜i－1・’ll陥ノL・

小すものが多くある，，例えば，ある・爪統は足は1ピ常に川：生1るか，頭ぱ川生

．IZ．」づ川烈1貞［二1．ノ1こノCる，、　土ノ1．：，　卜］リLノ）・イこ1；化〒ご日：，　イ＼↓ミILi、り川ll：ノir．1／；）1’り戸ル1：玉1［しウ1’

’（’　，き’ご『メ叉玉lnしりLドソカ1’r（（・’．きTご1．．｝ミう、，

　　．こしノ）　」、　う　・三C’失三タそミ1フ乏』1）’・．i，汀ぺ糸イじζ、1：¶　　1り：ノL／L・〆）力・　”11　㌧∫／：、　ll誓イミ土Cヨ∵ll」tノ）　｜．』．『、／ウ、1：・占．ノ＼ノビ

lll・1常が生じてし泊と弓’えられる、一こ∪川○に，川：ノ［．＼・∫ピ目・幾川に地lil∫ノ川一

突然変異系統を多く分離｛．．ンて，そのl」til：常性ノL』、i”／l細に解IJ　I．1・1∴、　L⊥1．り，1｝・：

常な発生機構U）根本1｝；（理を解明する研：究を．川．在進めごいる、，

ノk己1（、ニイ『：it／ii㌔1ノ （L、！フ）

E．1，本ノ牢．ナ・クt二｝一一　ト　ノ
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【形質遺伝研究部門】

　高等生物の体は1個の受精卵から始まり，これが細胞分裂を繰り返し多く

の細胞となり，生長とともに種々の異なった組織や器官に分化する。形質遺

伝研究部門では，1個の細胞からそのような特定な機能や形態を持った組織

への分化がどのような仕組みで起こるか，それら種々の形質は胚発生過程の

いつ・どこで発現するか，また，生長・変態・加齢・生殖などの後胚発生過

程はどの様な遺伝子系によって支配されているかを究明するために，研究が

進められている。

（1）遺伝子発現制御の研究：発生と細胞分化に伴う遺伝子発現の制御機構を

　解明する目的で，DNAの高次構造やホルモンが遺伝子発現に果たす役割

　についてショウジョウバエ，カイコ，エリ蚕を用いて研究している。

（2）生活史関連形質の遺伝学的研究：カイコでは胚休眠性，脱皮回数，寿命

　などが異なる多くの系統が知られている。これらの諸系統が，光周期・気

　温などの外的情報とどのように係わりながら形成されて来たかについて遺

　伝学的解析を進めている。

（3）発生における母性効果の遺伝学的研究：初期発生において，卵の細胞質

　が発生・分化に重要な役割を果たしている。ショウジョウバエを用い，母

　性効果について遺伝学的研究を進めている。

　　　　　　　「－T’Tr　JJ；1［！

遡／

　・’．　　，
　、　ザ

　　　　　　　「

r門L¶圏

TCAAGGTCG

基本転写因子　　　RNA
　　　　　　　　ポリメラーゼ

ショウジョウバエfusht　t∂raZU遺伝子の転写には核内ホルモン受容体フ
ァミリーの転写因子FTZ－F1，基本転写因子，　RNAポリメラーゼの他
にメディエーターが必要である。

23



tl

I

l

i
：

｛

1
1

i
g
l

i

周

li

；

　

1

｜

」

1
！

24

【生蝶鍵選イ鷲響鐸議る鰭究藩6ζ讐】

　　各組織・．器官ぴ川二多質は，i・1に遺伝J’一．発現び）転’・fレベルでの1凋節により牛lf長

づけられている、、’ilイ引：究室てZ”　C．よ，｜転”メを調1’ii’iしている転汐ノ：因ゴ・の↓幾能白勺活］生

化および転写因ir．　1）NA川と転写因ft　転’1∫因r・問U）相互作川を解1明し，

」違f云J’・発∫見（ノ）訳］負↑iシス．ノ．ノ・をイiJ1：フどし『．⊂いるo　．．長た，　1（ILi夜・；玲糸田1抱cりラ〉イヒ・上曽夘f｛

機構を1リ」らかにするために，幹細IUと骨↑‖か£持紺‖胞問の相々：f乍用をin　vitrO

培養系で研究し，その相々：作川に、！ミる遺伝1写壱現、凋節を転t’jlレベルで研究し

’（し、～（）（．、

E4TF　1－60

／

RNAポリメラーゼ1

N

E4TF1－53
基本的転写因

4TF　1－53

E4TFI－60 TATA－BOX
｝1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　転写開始点

　　　　　　　　　　　　　　　　申云li．ノ：［…N二∫　1・°111　1　C－、▲　・fJ中ム”．∫ノtlll1／1イ1’．機↑鶴

　　これ．と、並／∫し．て多色FISII法にLるlt∴‘j等｝肋物DNA｝〔∫1｛トリ時11illl．転写じの

関イ糸を1引二究している，，

　三助牛勿紺1月包（ノ）間垂9跡亥↓こ対してF　lSll　仁i∬光i〃．s’i／〃・・1’　・リ　ダ　rピ　　・　’

ン）をf「った場合，特定DNAの核内にお∪る蛍）1ノ：ン・ソ』］　ILは，2倍体の細

胞では複．製前には2佃1のsinglet，複製後には2個U）doul）letと［．て検出さ

れ「る、，ランダムに培養した細胞集トrlに’ノいて観察したdOublctのパ．　ヒニト

は¶　S期（ノ）1狗半にFti　fl　Uされる遺伝ゴ・の万が1菱’ドに複．製されイ3遺イ云1’・　1、りち1；’；1

し・、、　ビ．オチンやジ：1”．、・シゲ・’一ンで標‘識〔ノ、：複数の」遺－伝jtる．・ノ1～　　ノしr　、1¶

多色FISHを行うことで1，1）NA複’製‖、『期のlll確な’［1レi：がH」’能．Llなる，，図

（よ｛ニ　ト」∵f元斐糸田ll｛！1（ノ）1ハ】i（　jイ；亥（・、ニヌ寸し’（ご．｝戊．［1’妾・1　1（ノ．U1｛ノl　j：しノ）Mic‘W’y　「　：　J．　rノろ、・角／｛｛1、1「1

ており，異なる細1抱桝斗二対して解析を進，めII）ことで’，遺伝ピ・発」見v二1）NA複

禦呈‖．、丁其月（ノ）il｝ljff目1（、二’ノし1’（矢｛1し，1」カi’i3：蠕）オ1イノ、、



1．集団遺伝研究部門では，生物集団の遺伝的構造を支配する法則の探求を

めざし，分子レベルにおける種内変異と進化の仕組みを確率過程として理

解するための理論的研究および実験的研究を行っている。特にDNA塩基

配列の比較による各種理論モデルの検証やDNA多型の統計分析に重点を

　おいている。

2．進化遺伝研究部門では，生物進化の遺伝的機構に関する実験的ならびに

理論的研究を進めている。特に，DNAの塩基配列データに基づく分子進

化の研究やその解析に必要な方法論の開発，染色体進化の分子機構の研究

などを行っている（下図を参照）。

3．理論遺伝客員研究部門では，集団遺伝モデルの解析，実験データの統計

的分析などの理論面に関する研究を進めている。特に中立説に関する理論

の発展及びそれを検証するための実験データの分析やDNAデータの比較

研究を行っている。また，生物進化を研究する上で必要な関連分野の動向

　を調査し，進化学を支柱とした新しい学際的な分野の発展を目指している。

ぎ

3
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o

　　　　　　　　PABL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Kb）

ぐ一Class　ll◆←Class川◆ぐ一　　　Class　l　　　　◆

高等動物のゲノムを構成するGC含量（G＋C％）の巨大モザイク構造の
例。この巨大構造は染色体バンド構造と関係するが，バンドの境界構造
を解明する目的で遺伝子歩行を行ったMHC（HLA）領域のGC含量分布
図で，PABLはその境界近傍に見い出した×Y　pseudoautosomal
boundary様配列を示す。
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【集団遺伝研究部門】

　一つ一つの個体ではなく，それが集まってできた集団住として繁殖社会）

を対象として，その内にどのような遺伝子がどんな割合で含まれるか，また

どのような法則の下に遺伝的組成が変化していくかを研究するのが集団遺伝

学で，種内変異や生物進化の問題とも深いかかわりがある。たとえば日本人

は全体として一つの集団をなし，肉体的，精神的な特徴は個人ごとに差があ

るが，そのかなりの部分は遺伝的なものと考えられる。集団中に，遺伝的変

異がいかにして保有されるかは重要な研究課題である。集団遺伝学の研究に

おいては実際の生物集団の調査以外に，遺伝的変異の実験的解析，数学的モ

デルの解析や，電子計算機に有性繁殖を行う生物集団のまねをさせる模擬実

験（モンテカルロ実験）も行われる。

　メンデル遺伝学に基礎をおく占典的集1司遺伝学は分i”レベルの集団遺伝学

へと転換しつつあるが，その第…歩となったのは木村資生名醤教授の提唱し

た分子進化中立説であった。現在中、フニモデルを出発点として急速に進歩する

分子生物学の知識を取り入れた，より広範な集団遺伝の確率モデルについて

解析を行っている。例えば大規模な噴複構造をもっ多取遺伝∫㌘族は高等生物

の染色体にかなり普遍的に存在するが，E｛［複構造のもとでは遺伝的変異の保

有機構が一遺伝子座の場合とはかなり異なってくる。1）NA塩基配列の比較

分析により各種理論モデルの検証を行一・てい紘，一方，種内おkび種問に存

在する遺伝的変異を実験的に解析し，その維持おkび蓄積機構の解明を行っ

ている。さらに，白然選択の結果蓄積したと思われる遺伝的変異を1・fl定し，

その遺伝的解析も行っている。9た，各種生物のDNA多型に関するデータ

が蓄積しつつあるが，遺伝Jt系図学に基づいて，個々の1）NA多型の維持機

構に関する詳細な検討をf∫っている、，そのための統、汁的方Uミの開発も屯要な

研究課題である。
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【進化遺伝研究部門】

　生物の進化は，遺伝子（DNA）の時間的変化が根底にある。従来は異な

る視点から研究される傾向にあった進化の諸分野を，総合的視点で研究する

ことをめざしている。実験的研究と理論的研究を並行させ，遺伝子塩基配列

レベルの進化と染色体レベルの進化ならびに生物機能の進化を関係づけるこ

とで，生物の進化を総合的に理解することが可能になる、，

　主要な研究テーマとしては以下のものがある。

（1）高等動物のゲノムで観察される染色体バンド構造がGC含量の巨大なモ

　ザイク構造よりなることを明らかにしてきた。染色体バンドの機能上の意

　味と，それらが形成された進化機構を知る目的で，染色体バンドの境界と

　考えられるヒトMIIC（HLA）領域のGC含量モザイク境界の解析を行

　っている。

（2）ヒトMIICクラ7x　III領域に我々0）グループが見い出した，テネイシン様

　細胞外マトリックスタンパク質やNotch　3の機能解析を行っている。

（3）生物進化を記述するには，まず生物種間および遺伝子間の系統樹を知る

　必要があるが，系統樹を復元する方法を詳しく調べるため，コンビ1・．　一タ

　シミュレーシ」ンを川いて理論的な検討を行っている、，

∫

　　　TN－X　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TN－C

マウス小腸平滑筋及ひ柔突起において細胞外マトリックス蛋白質テネイ
シンファミリー（左図はテネイシンーX，右図はテネイシンーC）の存
在様式を間接蛍光抗体法て解析、、白く蛍光を発しているところが，テネ
イシンファミリーの存在している場所を示す、
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【理論遺伝客員研究部門】

　当研究部門では，分子の進化のメカニズムを探究する目的で，DNA塩基

配列の比較・解析および理論集団遺伝学の研究を進めている。分子進化の中

立説は，研究の展開を図る上で指導的原理を与えるものとして重要な役割を

しているが，新しいデータと照らしてその一般性を検証するのも大切な課題

である。特に，分子レベルの変異のうち自然選択に中立な変異の割合の推定

をすることは，分子の機能的重要性と関連して多角的に行っている。現在研

究対象としている分子は，主要組織適合性抗原遺伝子群とミトコンドリアD

NAである。前者は，脊椎動物の免疫系において自己・非自己の決定にあず

かる主要なレセプター分子であり，その起源と進化を明らかにする研究を進

めている。また，分子の進化から生物の進化を探究することも主要な課題で

ある。特に，人類の歴史を遺伝学観点から明らかにする目的で，分子人類史

学的な研究を展開している。

　上記のほか当研究部門では，繰り返し配列について集団遺伝・分子進化学

的研究を行っている。ゲノム中には多重遺伝子族，トランスポゾン等の散在

反復配列，短い縦列反復配列など，よく似た配列が繰り返している様な構造

がよく見られる。例えばヒトゲノム中にはAluと呼ばれる長さが約300　bpの

散在反復配列が50万コピー以上存在している。これらがどのようにして進化

してきたかについては現在のところまだよくわかっていない。このような反

復配列の進化を，集団遺伝学的モデル解析と，DNAデータの解析を組み合

わせることによって研究している。反復配列の進化機構を究明することによ

って，その生物学的機能の有無についても知ることが出来る。

1じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頃』』．一一一．。凶■■■■臨
これは木村名誉教授の重要な論文を集め，高畑教授が編集して1冊の本
にまとめたものである。同論文集がシカゴ大学から出版されることは，
今後集団遺伝学の確率過程や分子進化について勉強しようという若い人
に広く役立つものと期待されている。他の3冊は，木村博士が受賞した
第4回国際生物学賞記念シンポジウム，第17回谷ロシンポジウム等の機
会に高畑が，J．　F．　Crow博士，木村博士およびA．　G．　Clark†専士と共編
した論文集である。



1．ノ、類遺伝川1究部門では，ヒトにおける各種の遺伝現象を，り．プ・：｝liい・

　川仏・141団の各レベルで研究し，それらを統合［灼に理解する．二．［ノ，・．1∵一
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　：・・．ン質分．．Jiの構造とr†成異’，‖ζ，1）NA塩｝却｛Ll列から力、た日本人集卜1’｜の遺

　伝的特徴などに関して研究を進めている，，

2．育種遺伝研究部門でぱ，行川生物に関．lj＾る，遺伝学1杓川：究，特にイネを対

　象として，進化と適応に関する諸問題や．遺伝」’”の発現機構にlyuする研究を

　行っている、⊃
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’、
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中国・河P母渡遺跡から出土した，約7，000年前の野とと．イ．ネ

と思われる炭化米、保存状態の良い古代米からはDNA解
析．も可能．．

『
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【人類遺伝研究部門】

　この部門では，ヒトの正常ならびに異常形質に係わる遺伝現象を，遺伝子D

NAと染色体との関連のもとに，分子・細胞・個体・集団の各レベルからア

プローチして研究し，それらを統合的に理解することをめざしている。

　例えば，新生児150人に1人は何らかの染色体異常を持っており，その多

くは精神的・身体的な発達の遅れを伴ってくる。また，単一座位の遺伝子異

常による遺伝病の種類は3，000を超えるが，一生の間にそのどれかの異常を

発現するリスクのあるものは新生児コーホートの約1％と推定される。大多

数の染色体異常と優性遺伝病の一部は，健康な親の配偶子に生じた新生突然

変異によることが判っている。本研究部門では，各種のがん，白血病細胞や

網膜芽細胞種などを手掛かりとして，こうした突然変異と細胞の増殖・分化

の調節異常並びに腫瘍化の成因についての分子遺伝学研究を進めている。

　また，分子病の遺伝要因について，ヘモグロビン，酵素などのタンパク質

の構造・機能並びに合成の変異やDNAの塩基配列のヒから研究している。

　ヒトのミトコンドリアには約16，500塩基対からなる環状DNA（ミトコン

ドリアDNA）が含まれ，それは母系遺伝をする，，このDNAは進化速度が

極めて速いことから，ヒトでも，塩基配列に顕著な個人差がみられる。世界

中のいろいろな人類集団に属する人々の，ミトコンドリア1）NAの塩基配列

を決定し，それらの系統関係を探る研究を行っている、，さらに，占代人人骨

からのDNA塩基配列の解読による日本人の起源に関する研究や，遺伝病に

おけるDNAレベルでの変異の解明を行っている，，

　さらに，遺伝病理学の立場からみた日本人の特徴はf可か，日本人に特に多

い（または少ない）遺伝病はどれか，今日の少産少死パターンが21世紀を通

して長く続き自然淘汰が緩んだ場合，日本人の遺伝的健康は将来どのように

変化すると予想されるか，といった問題にっいても考察を加えている。

・声1

幽

＼

現代人128個体のミトコンドリアDNAの
塩基配列に基づいた分子系統樹「

　　　　　　　　鎮嬢9一

奮鷹
姑

　　‘　　　　　4’1　　　5

　　　　　　　　t

；『二璽鶯幣

溜1‘』18℃
幻・μII　x，M

」腹88b‘・一

　　　　　　5　　　9　　　22

ヒト・急性リンパ性白血病細胞にお
ける染色体改変像　9番および22番
相互転座にもとつく9q十および22
q－（フィラデルフィア染色体）、、
その他5q－（5番染色体長腕欠損）
などの変化がみられる、、
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【育種遺伝研究部門】

　当部門は人間にとって有用な生物の遺伝と育種に関する基礎研究を行って

きた。現在のスタッフは，野生イネおよび栽培イネを材料として，分子・個

体・集団レベルからのさまざまな研究にとり組んでいる。研究方向は大きく

次のように分けられるが，これら進化・形態形成・遺伝i二発現などの問題は，

いずれも植物遺伝学はもちろん，植物育種学にとってもIE要な基盤となるも

のである。

（1）イネの起源・系統分化　　世界各地から収集され当研究所で保存されて

　いる多数の野生および栽培イネ系統を用い，種々の遺伝的マーカーの変異

　解析を通じて，種形成や品種分化の過程を明らかにすることをめざしてい

　る。また生物考古学的手法による進化研究も始められた。

（2）小進化の機構　　生殖的隔離の遺伝的基礎，自然選択の作用，適応的遺

　伝子の単離・同定など，小進化の要因解明をめざした実験的研究を進めて

　いる。他方，野生イネ自生地の継続的調査に基づく集団動態の生態遺伝学

　的研究も進行中である。

（3）形態形成の遺伝的制御一形態形成を遺伝子レベルで理解するには鍵と

　なる遺伝子を同定し発育過程での階層的制御様式を明らかにする必要があ

　るという観点に立って，日長反応性・浮イネ性など種々の適応形質に関す

　る発育遺伝学的研究を行っている。

（4）植物における遺伝子発現の分子機構一一胚乳中のアミロース合成を支配

　するwx座は古くから遺伝学的研究が盛んに行われてきた遺伝子座である。

　遺伝子組換えや遺伝子導入の技術を駆使して，イネwx遺伝子座の発現制

　御機構を分子レベルで解明することをめざしている。

隔離温室

トランスジェニックイネにおけるwx
座遺伝子のプロモーター領域の働き。
このプロモーター領域は胚乳と蒲（花
粉）で組織特異的に機能しているc，

（，”

　　　　　　　　　　　　祠

　　遺伝学的証拠から考えたイネの起源と
　　伝播に関する仮説
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【応用遺伝客員研究部門】

1．この部門では，医学領域における遺伝学の応用に関する研究として，ヒ

　トBリンパ球系細胞における免疫グロブリン遺伝子の発現調節並びに重症

複合免疫不全症候群の成因を解析している。免疫グロブリン遺伝子の再構

成は，B細胞系列でのみ起こるが，再構成を終えた活性型免疫グロブリン

遺伝子であっても，B細胞以外の組織細胞に移入した場合その発現はみら

れない。すなわち，その発現は組織特異的である。ヒト骨髄腫細胞からグ

ロブリン遺伝子のプロモーターあるいはエンハンサー領域のオクタマー配

列に結合する核タンパク質を精製し，それらが結合する領域の塩基配列を

決定した。これらのタンパク質成分を使って，免疫グロブリン遺伝子の組

織特異的な発現の制御機構並びにそれに関わる核タンパク質遺伝子のクロ

ーン化を進めている。

2．農学領域における研究として現在行われているのは，植物自生集団にお

　ける遺伝変異の保有機構とその収集及び人工的維持に関する理論的研究で

ある。この研究は，遺伝変異保有のメカニズムを明らかにするという集団

遺伝学の基本的問題だけでなく，資源生物を実際に収集する際，種々の制

約条件の下でいかに効率的に多様な遺伝変異を収集するか，また，その変

異をできるだけ減少させずに維持するための世代更新法の検討など，実用

的に重要な問題も含まれている。これらのことは，野生イネや栽培イネを

その自生地で採集し当研究所で維持しつつ研究を行っている育種遺伝研究

部門のスタッフが現に直面している問題であり，実験的・理論的両側面か

ら協力して研究が進められている。

イネ自然集団の野外研究。
上：アマゾン河で野生イネを探す　下：ブータンの山地の水田で変異調査
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このセンターは，遺伝学研究に／川㍑一1川i　lvl，．　i｜1！U　i［ii　1’1”バ・統川報（ノ）：

ステム開発およびそれらを用いた基礎川究川］） ：川川 ㍑、‘ノ忘ね

た。遺伝的特性の分析が十分行われた系統、、1’・！：，L・，川川一｜ili㍑r／”η便日

っているであろう系統を保存することは遺伝学川究一1鳳｛ 村‘xl’　ll｜兜

である。現在，哺乳動物・無脊椎動物・植物・微生物・ilL‘ifr、日川・介／いヂ

の6研究室があり，スタッフはそれぞれの材料のll逸な遺／／、1一 lFWi　x．

関する基礎的研究を進めるとともに，系統の保存・分譲，実腫川・1い・川｝∫r．，

情報のデータベース化などを行っている。
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遺伝実験生物保存研究センター

ミシマザクラ（三島桜）
P．×yθ（ノoθns！s　Matsum．　cv．　Mishtrnazakura

　「ミシマザクラ」は，竹中博士（遺伝研）が「ソメイヨシノ」の起源
の研究の途中，三島市谷田城の内にあった「ソメイヨシノ」の実生から
生まれた、、形質的には「オオシマザクラ」に近い　／／枝は横に広がらず立
性，竹中は育成地に因んで「ミシマザクラ」と名をつけ，大井「日本桜
集」によって学名が付けられた、，葉には表裏ともに短毛があり，葉柄に
も毛があるf香りが僅かにある、花柱と子房には数本の毛がみられる、，
尊片は長卵状三角形で基部に鋸歯があって有毛，、
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【哺乳動物保存研究室】

　発癌を制御する宿主の遺伝的要因に関する免疫及び細胞遺伝学的研究を行

っている。

　また，マウスの基準近交系統，突然変異系統，コンジェニック系統，リコ

ンビナントインブレッド系統及び野生マウス集団から遺伝子を導入した新し

い遺伝学研究用系統を開発して維持するとともに，これらの系統の初期胚の

凍結保存を進めている。

【無脊椎動物保存研究室】

　昆虫の発生のメカニズムの解析を行っている。実際には，ショウジョウバ

エとカイコを用いて，脱皮や変態時に昆虫ホルモンによって誘導される現象

を分子レベル，特に遺伝子の転写制御機構の面から理解することをめざして

いる。

嬬
’づ

鋤

・N．

ショウジョウバエの唾腺
抗体染色法により，転写因子であるFTZ－F1蛋白質が特定の時期の核に
検出された。
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【植物保存研究室】

　イネを中心とする植物の系統保存を行っている。このうちイネは過去30年

以上にわたって世界各地の自生地から収集した野生イネおよび在来の栽培品

種で，他に類のない貴重な遺伝資源である。これらの材料は所内外の多くの

研究者によってイネの遺伝学的解析のために利用されている。

醗

醗

講糠：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野生イネ温室

【微生物保存研究室】

　　　　　ぱ鞄

　大腸菌の細胞分裂の温度感受性変異系統を使用し，細胞分裂の時期決定を

制御する分子機構の研究を行っている。

　また，大腸菌を主とする微生物遺伝系統の特性開発と保存事業は，国内外

で高く評価されている。

微生物保存実験室
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【遺伝資源研究室】

　分子系統学における理論的研究とデータ解析を行っている。また，広く遺

伝資源生物に関する国内外の情報を収集，解析，整理し，所内外の研究者に

情報の提供を行っている。

【発生工学研究室】

　哺乳類の発生生物学と発生工学。特に，マウス胚幹細胞及び着床後胚にお

ける形態形成，始原生殖細胞の発生と分化などについて，分子レベルから細

胞，組織，個体レベルにわたる研究をめざしている。

発生工学研究室セミナー
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　遺伝学の中で遺．伝情報に関．1．る研㍑い1㌧．・川：川，中㌦∵．1．．｝・“：’1曽1川1、”liのれ

要性が．高まる状況の1．IIで，’本研究ヒJ．～．’　；川［1い’‘，川1川㌦1…・IIい戊1。lll－！・じ．に

設置された。本研究センタ．一は，遺伝情・1北’川i　．．・i／　i．1　．川川　’　”1の11

｝験in勺イVl：’タピを了．「一）4イi∫fうど弓ミと，　コンビ．：t、一．．yに　1，・：・．hl…．1．llll：1’！li　1川　’』‘1　1．’，1］’一♪h月

究’辛の合わせて6研究室からなる。これらは／ilい［’白｛’V．川一…．一…・1（tT㍑∵

がら，それぞれ独、1／1な研’ラ’ヒ活動を進μ）るとともに，川㍗川日．Vt・　脚IV．川…ll日

究者’との共同研究及び］ili報提供を行’．）ている。特に，．イ〈　1’l　u　∴1川”1川川1

ている日．本DNAデータバンン（1）DBJ）は欧州おLt”．ノ」：国・．・．）t　‘ノ・

ク　と（ノ）兇上括弩（力も　とeこ」』ま1レミ’h㌃、3N（ノ）1【Y｛」ミ，　プご・一　夕／・〈一スイヒ，　↑穿．1：1巨，　・｝．1，　ll　（！1、1’　川　、

中枢：1’1勺役害llをはたしている。

　　　　　．tt．』　　　d、。

▲，．’lt

@　　－m

【構造研究室】

遺伝情報研究センター

　遺伝1’・の∫仁」り、を目的に阯ll1．．∴制fll’iJ．るため1．こは，　DNAやRNAポ．リメラ

　　じな㌧．の分jt・、り1い1．功」4ヨ．1．・て句特別な構造体を作らなければならないc／、

：　Lノ）　｛㍉㌔『jis　 f．↑9∪）｛・1’1’iJJ隻　 ．し．二　｛・i掩｜｜1．：　！ノ）．：　t｜戊」　‘・♪　カ　 、　（．こ　
．；’ @ン3　 六二　y）　（、こ，　　　狙ミ∫｜1」ゴlLJオcイ』支｛，llf　｛”；：一　「｜｝1　アき　 ｜．，＿　’ご民与1《

使｛．．⑨・分1　’・生1勿学［1’・∫技術㌧併IUU‘こ・iiJli’フ’；．1をi「’．・ている、＿遺．〔！l　l’・DNAの1幾lll：1

P．．一・卜．］こ体㍗二・固定化し．こ，∫亡川1制f11’iのための構．i；』体1分1’・の運肋・11・・　1）・’・・L－

’y．仁ノ、で追跡〔・．たり（1分∫ダ川il・．・、）」・llli造体ぴ）時川的変／レノ川川坂

応・二L．て解析｛．∵ら転’・∫や翻1｛川）訓．節．機IWを角／1川してい1，，，

t
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【組換え研究室】

　発生や行動に関係する遺伝子を発見し，その働きを調べている。研究材料

としては線虫Caenorhabditis　elegansを用い，突然変異株の分離・遺伝子ク

ローニング・発生過程や神経系の観察・行動の測定などの実験を行って，発

生のスイッチ回路や神経回路の形成・作動機構を解明しようとしている。

【合成研究室】

　発生や分化の分子機構を解明するには，遺伝子発現に関する基礎的研究が

必須である。本研究室では，人工合成のDNAと遺伝子操作技術を利用して

真核生物DNAの高次構造と発生や分化にあずかる遺伝子の発現制御に関す

る研究を行っている。

ショウジョウバエの胚におけるθscargot遺伝子の発現分布。胚を抗
escargot抗体で染色した。染まっているのは将来成虫構造を形成する
細胞である。
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【遺伝情報分析研究室】

　コンピューターによるDNA塩基配列とタンパク質アミノ酸配列から得ら

れる遺伝情報の解析及びデータベースに関する研究を行っている。特に，①

DNAデータの大量情報解析と「生命の起源」当時の根源遺伝子の探索，②

セリンプロテアーゼ遺伝子群の機能的領域に基づく進化，③MHC遺伝子か

らみたヒトの進化，④エイズウイルスやC型肝炎ウイルス等の病原性ウイル

スの進化，等を重点的に研究している。

日本DNAデータバンク（DDBJ）

　現在，DNAデータベースの利用によって，分子生物学のみならず，関連

する広い分野の研究で，多大な成果が生み出されている。これらの膨大なD

NA塩基配列のデータベースを管理運営するために，1980年代前半にDNA

データバンクが欧州と米国であいついで設立された。わが国においても，研

究者のあいだでDNAデータバンクの必要性が認識され，1984年に本研究所

に遺伝1青報研究センターが設置されたものにともない，『日本DNAデータ

バンク』（DNAData　Bank　ofJapan；略称DDBJ）が設立された。1987

年からは，リリースという形で本格的なデータ配布を始めた。

　DDBJは，三大国際DNAデータバンクのひとつとして，欧州のEMB

Lデータライブラリーおよび米国のNCBI／GenBankとの密接な連携のも

とに，塩基配列データベースの世界共同構築をすすめている。この動きを円

滑にするため，3データバンクの運営に対する指導助言の機能をもつ国際諮

問委員会，および3データバンクを実際に運営している人間が集まる実務者

会議が，それぞれ年1回開かれている。

　日本の研究者は，データの登録をDDBJで行うことができる。データ受

付後，DDBJが国際的に統一された登録番号を発行している。また，3デ

ータバンク間のデータ交換により，国際DNAデータベースが成り立ってい

る。

　さらに，DDBJは単にDNAデータベースの構築にとどまらず，現在急

速に発展しつつある『生命情報科学』の中心のひとつとして，さまざまな活

動を行っている。

1，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
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臆伝子ライブラリー研究割

　生物の発生，分化は遺伝子発現のネットワークとしてとらえることができ

る。その分子レベルの実体を総合的に理解するために，線虫C．エレガンス

を材料として，胚発生における全ての遺伝子の発現様式と機能を明らかにす

ることをめざして，遺伝子ライブラリーを利用した新しい方法論の開発と応

用を進めている。並行して，世界に先がけて作成した大腸菌ゲノムの遺伝ft

ライブラリーの維持，配布及び1青報収集も行っている。

r－A @．

【遺伝子機能研究室】

a

　1）NAの塩基配列データなどの遺伝情報から，コンビ・t一タ等の情報科学

自勺r法を川いて，遺伝子の機能の｝つ測等を行う研究を遂／∫する，、
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　当センターは各種放射線やラジオアイソトープ（放射性同位元素）を，遺

伝子の機能と構造の研究に利用するための共同利用施設として昭和63年4月

に発足した。

　当センターの前身は，およそ30年前に設立された放射線実験室であり，歴

史的に次のように整備されてきた。昭和27年X線実験室新設，昭和31年，34

年放射線実験室新増設，昭和35年照射用特別蚕室新設，昭和39年ガンマー線

照射温室新設，昭和42年中性子照射室新設，昭和50年内部照射棟新設，昭和

52年トレーサー棟1，II新設。昭和63年新RI棟新設。この間に備えられた

X線，ガンマー線，中性子の発生装置と各種の放射線測定装置を用いて，多

くの放射線遺伝学上の研究がなされてきた。近年では放射性同位元素をトレ

ーサーとして用いた実験が多く行われるようになっている。

　昭和63年度には，放射性同位元素を用いた研究のための施設を拡充する目

的で新RI棟を建設した。ここでは，核酸や蛋白質の素材である化学物質を

放射性同位元素で標識して細胞に取り込ませ，放射性同位元素で標識された

核酸や蛋白質を分析することや，遺伝子である核酸やその素材を試験管の中

で直接標識し，酵素を用いて合成，分析する研究がなされる。主に用いられ

る放射性同位元素は3H，14C，32Pなどであり，これらは弱い透過力のべ

一ター線を放出するが極めて微量でも検出できる。このため他の方法では検

出できない微量の反応も測定でき，現代の遺伝子の研究には不可欠なもので

ある。

　当センターの研究室では，センターの管理運営に携わるかたわら，次のよ

うな研究を行っている。

1．線虫Caenorh∂bditis　e／eg∂ns生殖細胞の放射線遺伝学

　　Celegansは体長1　mmで約1，000個の細胞から成り，半透明なことを利

　用した顕微鏡観察から，個々の細胞が受精卵からどのような細胞分裂を経

　て出来たかが完全に解っている唯一の動物である。遺伝解析やDNA解析

　も非常に進んでいる。このような利点を生かして生殖細胞におけるDNA

　修復の研究を進めることにより，多細胞生物の生殖細胞におけるDNA修

　復の機構の解明を目指している。

2．バクテリアの増殖と分化を制御する遺伝子の研究

　　枯草菌は栄養劣化に直面すると，ただ一回の不等分裂を経て胞子へと分

　化する。細胞分裂を支配する遺伝子がどのような機構で，この不等分裂に

　関わって細胞分化に関与しているかを研究している。

放射線・アイソトープセンター

放射性同位元素を用いた電気泳動
によるDNA塩基配列決定実験
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実験圃場は，おもに植物関係の研究に用いられる実験植物を栽培管理して

おり，水田，畑，温室群と実験圃場管理棟から構成されている。また，低緯

度地域から採集されたイネの系統を出穂させるための日長処理装置および隔

離栽培するための隔離温室，イネを周年栽培するための水田温室などの特徴

ある施設がある。

実験圃場では，これらの施設を利用して関連研究部門の研究者の要請に基

ついた実験植物の栽培，管理を通じて，それらの研究に協力している。さら

に，遺伝実験生物保存研究センターの植物保存研究室の系統保存業務に協力

し，保存系統の種子の更新や株保存を行っている。
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日長処理装置
野生イネや，熱帯の栽培イネの多くは，短日条件下で花芽が分化する性
質をもつので，日本のような高緯度地方では開花結実しない。日長処理
装置は日長を自動的に鯛節して短日植物の開花を制御するための装置で
あって，野生イネを用いた遺伝実験や遺伝資源の保存のために重要であ
る、、

ソメイペニ（染井紅）
「ソメイヨシノ」にできた枝変わりから1972年に作られた、、「ソメイヨ
シノ」に比べて，花色が濃く，花径がやや小形となり，抱え咲きとなる
点が目につくが，最も変わった点は，尊片の縁の芒形状の鋸歯が特に短
くなり，時には鋸歯が無くなり全縁となることである。開花は母体の
「ソメイヨシノ」より1～2日ぐらい遅い。



科学研究費補助金 【平成6年度】

科学研究費補助金研究課題

重点領域研究　　　71，500千円

　　　　分化・増殖スイッチの分子機構

　　　　ゲノムコドンデータベースの構築とコーディング領域推定法の開発

　　　　ショウジョウバエにおける器官形成の遺伝的制御

　　　　C．elegansの後期発生における制御機構

　　　　ユビキチンシステムによる細胞周期制御

　　　　ユビキチン系酵素変異株を用いた哺乳類細胞の誘導性修復能の研究

　　　　GTP結合蛋白質の翻訳後修飾による機能発現制御メカニズムに関

　　　　する研究

　　　　昆虫の変態期にホルモンによって誘導される転写因子の制御ネット

　　　　ワークの解析

　　　　ショウジョウバエの器官形成を制御する転写制御因子

　　　　新しい分子系統樹作成法の開発とその応用

　　　　心筋で高い発現をする細胞外マトリックスTN－Xの心筋の発生・

　　　　分化における役害1」

　　　　転写開始期の動的シグナル認識

　　　　DNAおよび転写因子との相々二作用に関わるRNAポリメラーゼ上

　　　　の構造

　　　　細胞増殖の制御系としてのユビキチンシステム

　　　　新しく見い出した細胞外マトリックス蛋白質のがん浸潤と転移への

　　　　関与についての研究

総合研究（A）　　　11．800刊Ij

　　　　適応進化のメカニズムに関する分子集団遺伝学的研究

一般研究（B）　　25，400千lIl

　　　　ミトコンドリアDNAからみた現生人類の起源

　　　　病原性ウイルス遺伝子の系統樹解析と機能予測

　　　　イネ野生遺伝子の再評価

　　　　植物遺伝子資源の自生地における保存に関する基礎研究

　　　　マウス始原生殖細胞の増殖分化調節機構及び発生工学的操作の研究

　　　　マウス滅数分裂における相同染色体間組換え機構の研究

　　　　RNAポリメラーゼの分子解剖：転写因子作用部位のマッピング

　　　　転写メディエーターの機能解析

　　　　ヒドラ細胞接着分子

一般研究（C）　　　6，800刊1］

　　　　細菌細胞の分裂隔壁形成の制御機構

　　　　ヒドラの再生に関与する遺伝子の解析

　　　　大腸菌RNAポリメラーゼβサブユニットの構造と機能

　　　　大腸菌のSOS応答における細胞増殖の制御機構

　　　　mRNAのキャップ形成を中心とした遺伝情報発現に関わる因子間

　　　　の連携

　　　　出土植物遺体の分析による古代の水田生態系および周辺環境の歴史

　　　　的変遷に関する研究
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　　　　DNAマーカーによるサンゴの種分類と雑種検定

奨励研究（A）　　　5，500千円

　　　　モザイクタンパク質の進化と機能予測

　　　　大腸菌における細胞分裂とLPS合成の共役機構の解析

　　　　インフルエンザウイルスRNAポリメラーゼの分子解剖学

　　　　線虫C．elegansの神経回路の形成に異常を示す突然変異体の探索

　　　　分子シャペロンによる遺伝子発現調節

　　　　マウス神経系の初期発生を制御する遺伝子クローニングの試み

試験研究（B）　　　6，100千円

　　　　作物の近交系統および生態型に特異的なDNAマーカー・ライブラ

　　　　リーの構築

　　　　分子進化学における総合的遺伝情報解析ソフトウエアの開発研究

国際学術研究　　　18，800千円

　　　　DNAデータバンクの運営・拡充に関する研究調査

　　　　熱帯における野生および栽培稲の伝播および集団の動態に関する研

　　　　究

　　　　キバハリアリ類における染色体進化と種分化

44



共同研究 【平成6年度】

　　　　　　研　究　課　題

1　RccA蛋白の素活1生に関与するアミノ

　　酸残基の同定と蛋白機能の分子機構の

　　解析

2　8一アジドーGTP類の合成とRNAポ

　　リメラーゼの構造・機能解析への応用

3　放射菌RNAポリメラーゼの多様性と

　　プロモーター選択性の解析

4　インフルエンザウイルス遺伝子複製の

　　分子機構

5　大腸菌の増殖段階移行に伴うRNAポ

　　リメラーゼとリボソームの動態の研究

6　ポリアミンによる大腸菌遺伝子発現調

　　節

7　QβフアージRNA複製酵素宿主因子

　　（HF－1）の宿主細胞内機能の研究

8　大腸菌narオペロンの転写制御に対す

　　るIHFの効果：narX－narK間の転写

　　方向制御との関連性

9　単純ヘルペスウイルス1型を用いたウ

　　イルスベクターの開発

10　増殖定常期大腸菌RNAポリメラーゼ

　　の主要シグマ因子（」38（rpoS遺伝子

　　産物）の研究

11細胞周期変異株を用いた核小体構築の

　　ダイナミクス

12　「Selected　Proteolysis」による細胞

　　周期制御の研究

13　DNA複製期細胞核微細構造形成に関

　　与するタンパク質の研究

14　大腸菌の蛋白質分解酵素Prcの作用標

　　的

15大腸菌ペプチジループロリルシス・ト

　　ランスイソメラーゼの生理機能

16　複製過程におけるDNA一蛋白質，蛋

　　白質一蛋白質の相互作用の研究

17　ヒドラ解離上皮細胞を用いた細胞の接

　　着性と再生現象の研究

18　ヒドラの刺胞細胞の分化過程及びその

　　調節機構の分子マーカーを用いての研

　　究

19　ヒドラ形態形成の電子顕微鏡による解

　　析

研究代表者

ノ」、川智ア（大阪大学理学部）

丸山徳見（徳島文理大学薬学部）

新見　治（広島大学工学部）

永田恭介（東京工業大学生命理工学部）

和田　明（京都大学理学部）

五十嵐一衛（｛‘葉大学薬学部）

梶谷正行（帝京大学理工学部）

高橋浩二郎（岡山大学歯学部）

小山　一（徳島大学医学部）

田中　寛（鯨大学分子細胞生物学研究所）

鮫島正純凍京都臨床医学総合研究所）

田中啓二聴島大学酵素鮮研究センター）

矢倉達夫（関西学院大学理学部）

西村行進（東邦大学理学部）

藤崎真吾陳邦大学理学部）

廣川秀夫（ヒ智た判…命禾こ俘研勿りi）

前田美香（力P　イヒ　ど曽　田『　究　戸斤フォトダイナミクス研究センター）

小早川義尚（九州大学教養部）

岩永俊彦（新潟大学医学部）
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46

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

DNAから見たサンゴの系統分類

ヒドラのペプチド性シグナル分子の単

離と機能解析

昆虫における老化指標の確立と寿命を

規定する遺伝子の探索

画像解析によるカイコの繭の測定とそ

の品種分化に関する研究

動物種の成長様式についての遺伝学的

および生理学的比較研究

集団構造をもつ生物種における遺伝的

多型の研究

植物個体の遺伝子型分布図を解析する

ための統計的手法の研究

コドン利用の差異に注目した生物の特

異性の解析

細胞性粘菌のミトコンドリァtRNAに

関する研究

染色体バンド構造と遺伝子塩基配列と

の関係の解析

高等動物のS期内DNA複製スイッチ

部位の解析

高等動物クロマチン構造と染色体GC

含量分布との関係の解析

論理プログラミングによる分子系統樹

作成法の研究

種の分化と遺伝子の分化に関する数理

的解析

細胞外マトリックスタンパク質テネイ

シンファミリーの存在様式の総合的解

析

過剰染色体症候群の発症に関する細胞

並びに分子遺伝学的解析

造血幹細胞の増殖および単球系細胞へ

の分化における遺伝子発現

ヒト染色体特異的Not1断片の2次元

電気泳動像の確立

ヒト染色体DNAの二次元電気泳動法

による解析

ミトコンドリアDNAの塩基配列に基

づく近世人骨の多型解析

アマゾン河流域の野生イネの生態・進

化遺伝学的研究

イネの花の形態形成に関わる遺伝子間

相互作用

高等植物のwaxy座遺伝子と転移因子

大森　信（東京水産大学水産学部）

宗岡洋二郎（広島大学総合科学部）

米村　勇（東京医科歯科大学医学部）

中田　徹（北海道大学農学部）

吉田高志（鍵議㌶，勤

石和貞男（お茶の水好大学｝1騨音ll）

宮下直彦（京都大学農学部）

工藤喜弘（山形大学工学部）

田仲可昌（筑波大学生物科学系）

猪子英俊（東海大学医学部）

小平美江子（放射線影響研究所）

三田和英（放射線医淵細究刑物艦細

國藤　進（北陸酬群技術人学院大学）

植田信太郎（東京大学理学部）

日一ド音区ま守日召　（目Pイビmof究｝りD

中村康寛（聖マリア病院病理1綱

仁保喜之（九州大学医学部）

浅川川頁一（放射線影響研究所）

松原謙一（大阪だ酬胞酬げセンター）

小池裕子（埼」汰学教養部）

大原　雅（北海道大学農学部）

長戸康郎（東京大学農学部）



　　の分子遺伝学的解析

43　高等植物の発生・分化を調節する突然

　　変異遺伝子の研究

44　MHC内の組換えに依存するマウスの

　　毛色変異（RIM5）の分子機構の解析

45　1型糖尿病（IDDM）モデルマウス

　　NOD系統における糖尿病感受性遺伝

　　子の解析

46　大腸菌の細胞分裂におけるGlycyl－

　　tRNA合成酵素の役割

47　DNAデータベースとコンピュータネ

　　ットワークの生命情報科学的研究

48　中枢神経系ニューロンの移動に関する

　　研究

49電気力学的分子マニピュレーションを

　　用いた1分子ダイナミクスの研究

50大腸菌一本鎖DNA結合タンパク質

　　（SSB）の機能ドメインの構造解析

51　シトクロムP－450camオペロン・リプ

　　レッサー（Camリプレッサー）は

　　DNA上をスライドするか？

52線虫C．elegansを用いた形態異常幼虫

　　致死突然変異株の分子遺伝学的研究

53　ショウジョウバエStrawberry遺伝子

　　の機能解析

54　原索動物チロシナーゼ遺伝子の分子進

　　化学的研究

55細胞外機能を担うセリンプロテアーゼ

　　群の分子進化学的研究：新しいクリン

　　クルの構造と機能を中心として

56　帰納推論法を用いた分子進化系統樹の

　　構築

57Caenorhabditis　elegansミトコンドリア

　　電子伝達系酵素の発現調節機構

58細胞の増殖と分化におけるsecA遺伝

　　子の役割に関する研究

59　動物細胞の変異株を利用したサイクリ

　　ン蛋白質のリン酸化と細胞周期制御の

　　研究

60　植物集団に発達する遺伝構造の解析と

　　遺伝変異保全上の意義

61Ad4BPとFTZ－F1の機能相関について

野田和彦（横浜市立大学木原生物酬）

米田好文（北海道大学理学部）

前川IE人（社会保険三島病院）

若菜茂晴（実験動物中央研究所）

山出優f”（自治医科大学）

鵜川義弘儂業ノ働醐研獅DNA管理儲i科｝

永田　功陳京都神経科学総合研究所）

鷲津政夫（成践大学工学部）

清水光弘（東京薬科大学薬学部）

荒牧弘範（第一薬科大学）

近藤和典（創価大学工学部）

岡野栄之（東京大学医科学研究所）

山本博章（東北大学理学部）

高橋　敬（島根医科大学）

田中　博（鯨医端状撒端酬噺）

北 潔（東京大学医秒学研究所）

河村富士夫（東京犬憤分了細胞生物2研究所）

田中弘文（東京薬科大学生命禾こ伴部）

野村哲郎（京都産業大学工学部）

諸橋憲一郎（酬大学大学院医学系研究科）
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民間等との共同研究
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

研　究　会　名

細胞増殖制御の分子

機構

「Selective

Proteolysis」の分

子機構とその細胞生

物学的意義

ヒドラの発生生物学

相互作用する遺伝子

の進化

増血幹細胞増殖分化

の機構の学際的研究

イネ遺伝学と分子生

物学の接点

熱帯大河流域におけ

る野生および栽培稲

の伝播および集団の

動態

地球環境の変動と植

物生態遺伝学

哺乳類に特有な遺伝

機構

生命の起源に関する

諸問題

生殖系列細胞の発生

機構と発生工学

枯草菌の分子遺伝学

と菌株及びDNAの

系統保存に関する研

究会

　　　研究代表者　　　　　　　開催予定年月日

花岡文雄（理化学研究所）　6．12．2～6．12．3

　　　　　　　　　田中啓二（徳島大学酵素科学研究センター）7．2．3－7．2．4

　　　　　　　　　小泉修（福岡女子大学家政学部）6．12．16－6．12・17

　　　　　　　　　矢原徹一（東京大学教養学部）6．8．25～6．8．26

　　　　　　　　　仁保喜之（九州大学医学部）7．2．9

　　　　　　　　　松岡信（騰物資源）6．11．11－6．11．12

イ樋伝学の購築武田和義曜嬬源生物）6．12．15－6．12．16

佐灘志麟‡当竺⇒6．8．25－6．8．26

島本義也麟§⇒　6．12．15－6．12・16

高木獣（北海道大学大学院地球科学研究科）6．12．1－6・12・2

舘野義男（国、フ1遺伝学研究所）6．9．25～6．9．26

中辻憲夫（国、7：遺伝学研究所）6．11．30～6．12．1

定家義人（国・’11遺伝学研究所）6．9．30～6．10．1

【平成6年度】

　　　研　究　課　題

ウイルス増殖の分子機構の研究

大量DNAデータの分子進化学

的解析と遺伝子機能領域同定法

の研究開発

　　研究代表者

分子遺伝研究系

教授　石　浜　　　明

遺伝情報研究センター

教授　hl條堀　　　孝

相手方民間機関

株式会社創薬技術研究所

富士通株式会社



大学院教育協力

行 事

　国立遺伝学研究所は，遺伝学に関する総合研究の中核として共同利用に供

するとともに，研究者の養成についても各大学の要請に応じて，当該大学の

大学院における教育に協力し，学生の研究指導を行うことができる（国立学

校設置法第9条の2第3項，大学院設置基準第13条第2項，大学共同利用機

関組織運営規則第2条第3項）。

　以上の規定をふまえて，昭和59年度から全国の国・公・私立大学の大学院

学生を特別研究学生として受け入れている。

【研究所の一般公開】

科学技術週間における行事の一環として，各研究部門の展示及び学術講演

を行い，学術映画を上映し，研究所の一部を公開して一般の見学に供してい

る。

ま

【公開講演会】

　年1回，秋，東京で本研究所教官を講師として，一般を対象に遺伝学公開

講演会を開催している。
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研究を促進するための活動

50

【内部交流セミナー】

　研究所内における研究経過を発表し討論する会で，盛夏の時期を除き毎週

金曜日に開かれる。

旧iological　SymPosia】

外国の研究者が来訪の際に随時開催し， 講演討論を行う。

旧本遺伝学会三島談話会】

　研究所及び三島市附近在住の会員で組織され，

による研究成果発表と討論を行う。

原則としてJlll川程度会員

内部交流セミナー



国際交流 【外国人研究者の受け入れ】

1．日本学術振興会等による受け入れ

氏　名 薪卿属 研究課題 受入教官 期　間
【　　労A

Perri6re フランス 遺伝子の機能と 遺鯖報研究センター 平6．4．1

Guy 国立科学研究 モチーフの間の 五條堀　　　孝 ～7．3．31

Bemard センター 進化関係に基づ

いたDNA配列

データのコンビ

ユータ解析

才　宏偉 中国 中国野生イネの 育種遺伝研究部門 平6．6．9

北京農業大学 遺伝的評価とそ 森　島　啓子 ～7．6．8

の開発的研究

2．国立遺伝学研究所外国人研究員制度による受け入れ

氏　名 所　　属 研究課題 受入教官 期　間

丁　清泉 中国 ウイルスの分子 分子遺伝研究部門 平5．3．1

中国科学院武 遺伝学的研究 石　浜　　　明 ～6．8．31

漢病毒研究所

管　志文 華南農業大学 繊維状フアージ 微生物遺伝研究部門 平5．10．1

助理研究員 の分子生物学的 堀　内　賢　介 ～6．9．30

研究

徐　学沫 韓国 韓国在来イネの 育種遺伝研究部門 平6．3．10

嶺南大学 遺伝・育種学的 森　島　啓　子 ～7．3．9

研究

孫　冠誠 中国 ステロイドホル 形質遺伝研究部門 平6．3．30

モンレセプター 廣　瀬　　　進 ～6．6．30

BmFTZ－F1の

機能の解析

郷　　潮 中国 転写制御機構の 分子遺伝研究部門 平6．4．1

研究 石　浜　　　明 ～6．9．30

李　豊情 中国農業科学 BmFTZ・F1によ 形質遺伝研究部門 平6．4．1

院蚕業研究所 るFushi　tarazu 廣　瀬　　　進 ～7．3．31

遺伝子転写活性

化に必要なメデ

イエーターのク

ローニングと解

析

Sudha インド国 細胞周期G2・M 変異遺伝研究部門 平6．4．2

Than錘rala ダウン症協会 期における染色 瀬　野桿　二 ～7．3．31

体動態のユビキ

チン系による遺

伝的制御の研究
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【海外渡航件数】（平成5年度）

国　　　名 件数
アメリカ合衆国 28
ドイツ・フランス 9

中　国 4

連合王国 13

韓　国 0

その他 18
計 72

【協定の締結】

相手機関名 協　定　の　名　称 締結年月日

中国天津市

J働衛生職業病研究

中国北部地理区における野生小鼠

iハツカネズミ）の遺伝学的調査

ﾆ実験動物化に関する共同研究

平成5．6．12

中国衛生部蘭州生物

ｻ品研究所

中国主要動物地理区における野生

ｬ鼠（ハツカネズミ）の遺伝学的調

ｸと実験動物化の共同研究（合作）

平成4．11．1
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総合研究大学院大学

生命科学研究科

遺伝学専攻の概要

【目 的】

　総合研究大学院大学は，大学共同利用機関との緊密な連係及び協力の下に，

その優れた研究機能を活用して，高度の，かつ国際的にも開かれた大学院の

教育研究を行い，新しい学問分野を開拓するとともに，それぞれの専門分野

において学術研究の新しい流れに先導的に対応できる幅広い視野を持つ，創

造性豊かな研究者を養成することを目的とします。

　遺伝学専攻は，遺伝学を基礎とする生命科学の研究と教育を通じて大学の

活動の一端を担うものです。

【教育研究の概要】

　遺伝学は，生命現象を遺伝子との関連のもとに解明する学問です。この学

問は，従来から生物学の一分野にとどまらず，理学・農学・医学・薬学等の

隣接分野とも深い関わりをもってきましたが，近年の分子レベルにおける遺

伝学の目覚ましい発展に伴って，今口では広く生命科学の中核として重要な

役割を担うようになりました。

　本専攻は，母体となる国立遺伝学研究所で進められている分子・細胞・個

体・集団の各研究分野およびこれらを基盤とする応用的研究分野において，

遺伝学の最先端を学習させるとともに，高度でかつ独創性のある研究題目に

ついて，数多くの実験生物系統と，よく整備されたDNAデータベース並び

に放射線・アイソトープ装置等をも活用して教育研究を行っています。

【教育研究の特色】

　遺伝学は独創的・先端的で高度かつ学際的学問であることの特殊性から5

大講座に設置する特色ある各授業科目をすべて選択性としています。また，

各大講座には演習を設け，積極的な受講を促すとともに研究指導の指針とし

ています。

　さらに，母体となる国立遺伝学研究所において実施される定期的な研究活

動（内部交流セミナー，Biological　Symposia等）の参加を義務づけるとと

もに，国立遺伝学研究所に既存する遺伝実験生物保存研究センター，遺伝情

報研究センター，放射線・アイソトープセンター及び実験圃場が持つ機能，

施設・設備等を十分に活用できるようになっています。
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【大講座・教員研究指導分野の内容】

大　講座 指蟻分野 分　　野　　の　　内　　容

遺伝物質の分子構造原理を化学的物理学的に
分子構造学

教育研究する。

遺伝物質の機能とその制御を分子水準で教育
分子遺伝学 分子機能学

研究する。

遺伝物質の形成原理と形成機構を分子の水準
分子形成学

で教育研究する。　　　　　　　　　　　‘

真核生物の遺伝的組換え機構，細胞増殖機構，‘

細胞遺伝学 遺伝子及び染色体を指標とした種分化の機構，

細胞質遺伝因子の構造等を教育研究する。
細胞遺伝学

哺乳類遺伝学 哺乳動物に特有な遺伝機構を教育研究する。

原核生物の細胞分裂機構，染色体複製機構，
微生物遺伝学

細胞質遺伝因子の遺伝機構等を教育研究する。

動物の形態形成機構及びその基盤をなす細胞
発生遺伝学

分裂・分化の機構を教育研究する。

ト個体遺伝学 個体発生過程の遺伝的形質の発現機構及び遺
形質遺伝学

伝と環境との相互関係について教育研究する。

動物の行動を制御する遺伝機構を教育研究す
行動遺伝学

る。

集団の遺伝的構成変化の法則に関して教育研
集団遺伝学

究する。

生物進化の遺伝的機構を表現型と分子の両レ
進化遺伝学

集団遺伝学 ベルで教育研究する。

DNAや蛋白質の構造を理論的かつ実験的に

分子進化学 解析し，遺伝子進化の過程と仕組みを教育研

究する。

代謝異常や腫瘍の発生にかかわる遺伝要因を

DNA及び蛋白質分子レベルの変異として実
人類遺伝学

験的に解析し，ヒト・生命現象の分子遺伝学

応用遺伝学 的特性と個体差に関して教育研究する。

有用植物の進化・適応・形質発現に関する遺

植物遺伝学 伝学的研究及び遺伝資源生物の収集・保存の

理論と技術に関して教育研究する。



【入学定員及び入学者数】

1’麟苅 @、↓

@年度 平成ｳ年度
1’ ｽ’

ｬ平　2年度

　成
R年度

平［ ｬ4年度

平成
T年度

平　成
U年度

入学定員
　人
U

　人
U

　人
U

　人
U

　人
U

　人
U

入学者数
9（； 5（る 8（； 　人

P1（2）
　人
P3（1）

8（も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）は女子で内数

【修了要件及び学位の種類】

1．修了要件

　3年以上在学し，本専攻で定めた授業科目について，10単位以上修得し，

かつ，必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び試験に合格すること

とする。

　ただし，在学期間に関しては，特に優れた研究業績を挙げた者については，

短縮することがある。

2．学　　位

　博士（理学）。学位論文の内容によっては博士（学術）が授与される。

【学位授与状況】

授与年度
平　成
R年度
平成
S年度

茸蔵5年度

　一一一
ﾛ程博士
i理学）

　人
U

　人
S

　人
X

論文博士
i理学）

　人
O

　人
O

　人
P

平成6年度入学式
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　　　所要鴎間　バ　ス約15分
　　　　　　タクシー約10分
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